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 【腰痛の治療で行われる神経ブロックについて】の説明のように、腰痛の治療

で最も多く行われるブロックが椎間（ついかん）関節ブロックです。椎間関節（以

下、関節と略します）に構造的な変化がない場合は、このブロック（関節に局所

麻酔薬を注入する）だけで楽になりますが、関節に変形を伴うと痛みは再発し

やすくなります。これは変形により関節（図 1）の痛みを中枢に伝える神経（図 1

のＡ）が過敏になるためです。 

  

 高周波熱凝固はその過敏になった神経を治療するもので、低周波と高周波

の 2 つの電気刺激を発生する装置と針先だけに電気が流れる専用の注射針

（以下、針と略します）を使用します。 

  

 ここで、痛みを伝える神経は関節によってほぼ決まった所を通るため、低周波を流した針で神経を探すことが可能です。つ

まり、針先が神経に当たっていなければ何も感じないか、感じても軽い電気刺激だけですが、神経に当たるといつもの腰痛

が発生するからです。 

  

 一方、高周波では低周波のように電気刺激を発生しませんが、その電気エネルギーで針先の温度が上昇します。この温

度は高周波の出力を調整すれば自在にコントロールが可能です。特に針先の温度が 60 度を超えると神経には熱凝固が起

こります。これは生卵に熱を加えるとゆで卵に変化するのと同様な現象のため、神経はその機能を停止します。つまり、針

先に低周波を流して神経を探し、高周波による熱凝固で痛みを緩和する治療法が高周波熱凝固法です。 

  

 実際の治療はレントゲンで見ながら行います。まず、局所麻酔した部位から針を腰椎の表面にまで挿入します（図 1 のＢ）。

そこで低周波を流して針を神経に当てて少量の麻酔薬を注入します。高周波熱凝固では針先の温度を 80 度少々に保つた

め、治療中に伴う痛みを除くためにこの麻酔は必須です。高周波を流す時間は 1 カ所で約 90 秒ですが、たいていは複数の

神経を治療するため平均的な治療時間は 20 分前後です。 

  

 ところで、高周波熱凝固法では永久に痛みがなくなるように思えますが、熱凝固された神経は徐々に再生されるため、無

理をすると 1 年前後で痛みが再発する場合も少なくありません。しかし、その場合はまた高周波熱凝固法を行えば問題は解

決です。 

  

 この治療では心臓にペースメーカーが入っている方を除き、血液をサラサラにするような特殊な薬を飲んでいる場合も安

全に治療できます。 
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